
【西粟倉村】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

    

 策定の背景                                          

（１）国の動き 

   近年、人工知能やビッグデータ、ＩｏＴ等の技術の急速な進展に伴い、社会の在り方そのものが劇

的に変わるＳｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来が予測される中、文部科学省は、「２０１８年度以降の

学校におけるＩＣＴ環境の整備方針」及び「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画（２０１８

～２０２２年度）」を策定し、全国の自治体の教育情報化を推進してきた。 

また、文部科学省は、令和２年度からの学習指導要領において、「情報活用能力」を言語能力と同

様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け、教科横断的に児童生徒の育成を図ることとして

いる。そのため、自治体に対して必要なＩＣＴ環境を整え、ＩＣＴ機器を適切に利用した学習活動

の充実を求めている。併せて、令和元年度には、地域の実情に応じた教育情報化の施策を実施する

よう自治体の責務を定めた「学校教育の情報化の推進に関する法律」が施行されている。 

このことから、令和元年１２月、文部科学省は「ＧＩＧＡスクール構想」を発表し、第１期では、

児童生徒及び教員に対する１人１台の端末と学校内への高速大容量の通信ネットワークの一体的な

整備を推進し、ＩＣＴの活用と普及を推進してきた。 

第２期では、より高度なＩＣＴの活用、個別最適・協働的な学びの充実、学びの保障を念頭に置

いた具体的な方策の検討が求められている。 

 

（２）文部科学省中央教育審議会答申 

   令和３年１月に示された「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性

を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」では、学習指導要領の着実な実施

に加え、目指す学びの姿が次のとおり示されている。 

ＩＣＴ機器の活用による教育の情報化を通して、一人一人の児童生徒が自分の良さや可能性を認

識すること。あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的

変化を乗り越えること。これにより豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることと

されており、１人１台端末を活用して、個別最適・協働的な学びの姿を描いている。 

 

（３）西粟倉村情報化推進計画 

   西粟倉村情報化推進計画は、令和３年度策定の第６次西粟倉村総合振興計画の個別計画として令

和４年８月に策定された。情報化推進計画では、総合振興計画にて重点戦略の一つとして掲げられ

ている「ＩＴ基盤の整備および活用促進」への取組や、教育を含む様々な分野においてのデジタル化

方針や取組が示されており、教育分野においては次のとおり村の目指す姿を方針として示している。 

   「①先生と生徒・児童や保護者間での連絡や先生間での情報共有を効率よく行えている。」「②デジ

タル機器を使った授業やリモート授業など、デジタルツールを使った多様な学びの実現。」「③デジ

タルツールの利用を通して、デジタル時代に必要とされる、創造力・表現力・思考力を楽しく身につ

ける、西粟倉らしいデジタルを学ぶ環境づくりを目指す。」 

   特に③は「ＩＴリテラシー」を身につける仕組みをつくることが施策として位置づけられており、

小学校、中学校はリテラシー教育の場としても重要な役割を求められている。 

 



 １．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現する目指す学びの姿             

 

① 
ＩＣＴの活用により、児童生徒たちが興味関心や目標に基づき、主体的かつ創造的に学習活動の

可能性を広げていく姿 

② 
ＩＣＴ環境を活用し、学校内、さらには学校を超えて児童生徒同士、児童生徒と教員が、対話や

協働、学び合いを通じて学習する姿 

③ 
ＩＣＴ環境の中で、１人１台端末により個別最適な学び方が選択でき、情報を適切かつ効果的に

利用、評価し、新たな価値ある情報を作成するデジタルリテラシーを持った姿 

 

 

 ２．ＧＩＧＡ第１期の総括                                   

本村では、岡山県が示す「岡山県版ＩＣＴ機器授業活用１・２・３」に沿って、段階を踏んで活用を

進めており、活用頻度等の数値目標については、「岡山県版ＧＩＧＡスクール構想に向けた目標と活用

計画」を目安に各校における取組を評価しながら進めてきている。 

環境整備においては、ネットワーク整備や小中学校の全普通教室へ電子黒板の導入を推進してきた

こと等、環境整備の推進を図ってきた。 

 

（１）環境整備に関すること 

年 月 事業名 事業内容 

令和３年３月 令和２年度 

学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業 

・校内ＮＷ機器の設置及び設定 

・ＬＡＮ配線工事 

・無線ＡＰ管理サーバ構築 

・電源キャビネット設置 

令和３年３月 令和２年度 学校情報機器購入事業 ・学習者用Chromebook購入 

令和３年４月 各種電子教材の導入 ・学習 eポータル「まなびぽけっと」 

・タブレットドリル 

・指導者用デジタル教科書 

令和４年３月 令和３年度 GIGAスクール構想への支援事業 

（新型コロナウイルス感染症対策臨時交付金） 

・指導者用Chromebook購入 

令和４年４月 各種電子教材の導入 ・学習者用デジタル教科書 

中学校：英語･数学･国語･理科･社会 

小学校：英語･算数･国語･理科･社会 

令和５年３月 令和５年度 

「西粟倉村立学校における学校情報化活用方針

について」の策定及び学校への周知 

・整備状況 

・活用状況と課題整理 

・活用方針の明示 

 

学校名 機器等 台 数 備 考 

西粟倉小学校 モニター型電子黒板 ８台 全普通教室、特別支援学級、理科室 

西粟倉中学校 プロジェクター型電子黒板 ４台 全普通教室、理科室 

モニター型電子黒板 １台 各教室共用 

 



（２）支援体制に関すること 

年 月 事業名等 内 容 

令和３年９月～ ＩＣＴ支援員及びヘルプデスク業務委託 校務支援、授業支援、機器管理支援、 

ＧＩＧＡスクールサポーター業務 等 

・ＩＣＴ支援員：各校月２回訪問 

・ヘルプデスク：平日９時～１７時 

 

（３）研修等に関すること 

年 度 研修等 対象者 

令和２年度 西粟倉村教育ネットワーク研修会 

内容：「Ｇ suite for Educationの活用について」 

講師：岡山県教育庁義務教育課 岡野倫之 

小学校･中学校 全教員 

教育委員会 

ＩＣＴ担当者会の実施 

・タブレットドリルのデモ研修 等 

小学校･中学校 管理職 

ＩＣＴ担当者 

令和３年度 西粟倉小学校保護者向け研修会 

内容：「情報モラル研修」 

講師：ＬＩＮＥみらい財団 

保護者、全教員 

西粟倉中学校校内研修会 

内容：「GoogleWorkSpaceの機能について」 

「Gmailの活用について」 

「Classroom、Meet、Jamboardの使い方」 

講師：ＩＣＴ支援員 

全教員 

令和４年度 西粟倉中学校校内研修会 

内容：「Classroom・Jamboardの活用について」 

講師：ＩＣＴ支援員 

全教員 

西粟倉小学校保護者向け研修会 

内容：「タブレット活用についての報告会」 

保護者 

令和５年度 ＩＣＴ担当者会の実施 

内容：「西粟倉村立学校における学校情報化活用方

針」の説明 

小学校･中学校 管理職 

ＩＣＴ担当者 

西粟倉村教育ネットワーク授業研究会 

・小学校４年生 算数 

・中学校２年生 理科 

幼稚園･小学校･中学校 全教員 

教育委員会 

西粟倉小学校校内研修会 

内容：「タブレット持ち帰り事例・デジタル教科書の

活用方法について」 

講師：ＩＣＴ支援員 

全教員 

 

 

 



 

 ３．1人 1台端末の利活用方策                                 

西粟倉村では、GIGAスクール構想第 2期において、端末を更新し、児童生徒 1人 1台の端末環境

を引き続き維持します。その効果的な利用促進に向けて、以下の取り組みを進めていきます。 

 

（１）ＫＰＩ 

   別紙１「１人１台端末の利活用方策におけるＫＰＩ」参照 

 

（２）目標達成に向けた取組 

①1人１台端末の積極的活用 

  （ⅰ）デジタル教材の導入 

児童生徒が主体的かつ創造的な学習活動に取り組み、学習の理解度を深めるため、デジタル教

科書やＡＩドリルを始めとするデジタル教材や動画教材、インタラクティブな教材の利活用を推

進する。 

・ＡＩドリル等デジタル教材の導入 

・指導者用デジタル教科書の全教科導入 

 

  （ⅱ）学校情報化優良校の認定に向けた取組 

    令和７年度に全校での認定を目指す。 

 

②個別最適・協働的な学びの充実 

  （ⅰ）オンライン学習支援ツールの活用 

    クラウド型学習支援ツールや、オンラインクラスルームを活用し、児童生徒同士、児童生徒と教

員が、対話や協働、学び合い等のコミュニケーションを深める環境をつくる。 

また、家庭学習において、リアルタイムに教員が児童生徒の学習状況の確認が可能となり、個

別最適な学びへの繋げる予習的学習を推進する。 

    ・デジタル手帳の導入 

 

③学びの保障 

  （ⅰ）学校情報化機器及びネットワーク環境整備事業 

    端末を活用する際の安心安全な環境整備及び運営に努める。 

    ・１人１台端末等の故障及び不具合への対応（端末保証サービスの活用） 

    ・校内ネットワークの保守 

    ・フィルタリングソフトの導入 

    ・ＩＣＴ機器及び端末活用支援ツールの導入の推進 

    ・ＩＣＴ支援員の週１回訪問増 

 

（ⅱ）端末を活用した教育相談の実施 

端末でのＷｅｂミーティングソフトを活用した教育相談の実施に加え、心の健康観察、教育相

談システム等を導入及び活用を推進する。 

 



  （ⅲ）デジタルリテラシーの醸成 

    デジタル社会での適切な行動を学び、ＩＣＴを安全かつ適切に活用する能力を身につけるため、

授業及び講演会等を実施する。 

 

   

 

 



（別紙１）1人１台端末の利活用方策におけるＫＰＩ

項目　　 令和５年（現況） 令和６年度 令和７年度 令和８年度

① 授業での１人１台端末の活用率
　中間期学習状況調査「授業でＩＣＴ機器を「ほぼ毎日」使用していると回答した割合」

小学５年：9.1%

中学２年：71.4%

小学５年：75.0%

中学２年：75.0%

小学５年：90.0%

中学２年：90.0%

小学５年：100.0%

中学２年：100.0%

②
家庭学習での１人１台端末の活用率
　村教育委員会による年度末教員アンケート調査「端末の持ち帰頻度」

小学１･２年：週１回以上

小学３～６年：ほぼ毎日

中学校：ほぼ毎日

小学１･２年：週３回以上

小学３～６年：ほぼ毎日

中学校：ほぼ毎日

小学１･２年：ほぼ毎日

小学３～６年：ほぼ毎日

中学校：ほぼ毎日

③ ＩＣＴ支援員の配置 各校月２回訪問 各校週１回訪問

④ デジタル教科書の活用（学習者用）
小･中学校：５教科

　国･数(算)･英･社･理

⑤ デジタル教科書の活用（指導者用）

小学校：５教科

　国･算･英･社･理

中学校：８教科
　国･数･英･社･理･家･音･美

小学校：全教科

中学校：８教科
　国･数･英･社･理･家･音･美

小学校：全教科

中学校：全教科

Ｒ5全国学力学習状況調査

学校質問紙より

Ｒ6全国学力学習状況調査

学校質問紙より

Ｒ7全国学力学習状況調査

学校質問紙より

Ｒ8全国学力学習状況調査

学校質問紙より

①
児童生徒が自分で調べる場面において１人１台端末を週３回以上使用させ

ている学校の率

小学校：0%

中学校：0%

小学校：100%

中学校：100%

②
児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面において１人１台端

末を週３回以上使用させている学校の率

小学校：0%

中学校：0%

小学校：100%

中学校：100%

③
教職員と児童生徒がやりとりする場面において１人１台端末を週３回以上

使用させている学校の率

小学校：0%

中学校：0%

小学校：100%

中学校：100%

④
児童生徒同士がやりとりする場面において１人１台端末を週３回以上使用

させている学校の率

小学校：0%

中学校：0%

小学校：100%

中学校：100%

⑤
児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面にお

いて１人１台端末を週３回以上使用させている学校の率

小学校：0%

中学校：0%

小学校：100%

中学校：100%

村教育委員会による年度末

教員アンケート調査より

村教育委員会による年度末

教員アンケート調査より

村教育委員会による年度末

教員アンケート調査より

村教育委員会による年度末

教員アンケート調査より

① 希望する不登校児童生徒への授業配信を実施している学校の率
小学校：1／1校

中学校：1／1校

②
希望する児童生徒への１人１台端末を活用した教育相談を実施している学

校の率

小学校：0／1校

中学校：1／1校

小学校：1／1校

中学校：1／1校

③
外国人児童生徒に対する学習活動等の支援に１人１台端末を活用している

学校の率

小学校：0／1校

中学校：0／1校

小学校：1／1校

中学校：1／1校

④
障害のある児童生徒や病気療養児等、特別な支援を要する児童生徒の実態

等に応じてICTを活用した支援を実施している学校の率

小学校：0／1校

中学校：0／1校

小学校：1／1校

中学校：1／1校

１．１人１台端末の積極的活用

２．個別最適・協働的な学びの充実

３．学びの保障
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